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平成 17年 10月 6日 
 
 
各  位 
 

社団法人 日本証券アナリスト協会 
 
 

検定会員（証券アナリスト）が 2万人を超えました 
 
 

１． 日本証券アナリスト協会では、10 月 3 日開催の理事会で、新たに 369 人の検
定会員（証券アナリスト）の入会を承認し、これにより、検定会員の総数は 20,104
人と、2万人の大台を突破しました。 

 
検定会員は昭和 56年（1981年）に 241名でスタートして以来、順調に増加を
続け、平成 9年（1997年）には 1万人を超過、このたび 2万人に到達したもので
す。 

 
こうした成長は、当協会の教育プログラムが金融・証券業を始めとする関係各

界の皆様に高く評価されたおかげであると考えております。また、近年、証券ア

ナリストの活躍の場が、一般企業の財務・IR部門にも広がりを見せていることも、
検定会員の順調な増勢を支えております。 

 
２． 当協会は、証券アナリスト育成のため、昭和 52年（1977年）以来「証券アナ
リスト教育・試験制度」を実施しています。 
講座および試験は、それぞれ第 1次および第 2次レベルから成り、第 1次、第

2 次ともに合格し、かつ証券分析の実務経験を 3 年以上有する方が、検定会員
(Chartered Member of the Security Analysts Association of Japan、略称
CMA®）として入会することができます。 
 
検定会員としての入会承認は、一定の学習、訓練、経験を通じて、証券アナリ

ストとして必要な基礎的なスタンダードに達したことを認定するものです。 

 

３． この間、法人会員は関係業界の再編の影響から漸減傾向にありますが、賛助会
員は一般事業会社や大学の新規入会等から僅かながら増加しております。 

 
４． 当協会は、今後も証券アナリスト育成プログラムの改善、検定会員への継続教
育、職業倫理の向上に注力していく所存であります。皆様のご理解とご支援をお

願い申し上げます。 
 

以 上 
 

【本件に関する照会・連絡先】  （社）日本証券アナリスト協会 

専務理事 萩原 清人 

事務局長 平賀 八郎 

Tel: 03-3666-1411 
Fax: 03-3666-5843 



会員数推移

検定
会員

一般
会員

法人
会員

賛助
会員

合計

昭和５６ 1981 241 686 248 19 1,194
６１ 1986 1,129 691 380 40 2,240

平成   ３ 1991 3,142 674 565 123 4,504
８ 1996 9,433 442 562 159 10,596
９ 1997 10,857 379 543 161 11,940
１０ 1998 12,177 312 501 152 13,142
１１ 1999 13,528 256 468 150 14,402
１２ 2000 14,561 219 436 150 15,366
１３ 2001 15,851 188 410 153 16,602
１４ 2002 17,171 166 381 161 17,879
１５ 2003 18,085 135 347 159 18,726
１６ 2004 19,315 125 336 163 19,939
１７年
10月3日

2005 20,104 118 331 171 20,724

証券
会社

投信
委託

信託
銀行

銀行
生命
保険

損害
保険

調査
研究所

投資
顧問

事業会
社
その他

合計

4,342 1,687 1,480 3,434 1,272 485 531 626 6,365 20,222

検定会員 4,316 1,683 1,474 3,422 1,264 483 528 623 6,311 20,104

一般会員 26 4 6 12 8 2 3 3 54 118

111 35 10 80 22 14 15 29 15 331

その他
の法人・
団体

計

67 171

20,724

19 23 51 11

合計

年度末

業種別会員数　（平成17年10月3日）

信金・信組・連合
会等

上場会社等 年金基金

個人会員

法人会員

賛助会員

証券･金融･生損保
関連法人・団体
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